
令和８年度  教 育 計 画 

                 四国中央市立三島小学校  
学校番号 ９ 

校長名 矢野 博幸 学級数 
９ 

（２） 

児 童 

生徒数 
195 教職員数 18 

 

  



重 

点 

目 

標 

１ 特別支援教育の充実 

(1) 児童一人一人の実態について、全教職員で共通理解を行い、個別の教育 

支援計画や個別の指導計画を活用した、一人一人に合った支援を行う。 

 (2) 新居浜特別支援学校みしま分校との交流や共同学習を計画的に行い、正

しい理解と温かい人間関係づくりに努め、インクルーシブ教育を推進する。 
２ 望ましい生活力を育てる教育の推進 

 (1) 元気な歌声や自信を持った「はいっ」の返事を響かせるとともに、様々

な運動に親しませることにより基礎体力の向上を図る。 

 (2) 「早寝早起き朝ごはん」「望ましい睡眠習慣」の重要性を啓発し、家庭と

連携しながら、生活習慣を改善する自己管理能力を育てる。 
３ 豊かな心を育てる教育の推進 

 (1) あたりまえのことがあたりまえにできるとともに、あたりまえのことに

感謝し、素直に「ありがとう」が言える児童を育てる。 

 (2) 「三島っ子のやくそく」を基に生活指導を徹底し、自分も相手も大切に

する道徳性を涵養するとともに、青少年赤十字の精神を根付かせる。 

４ 確かな学力を育てる教育の推進 

 (1) 残したいアナログ手法とＩＣＴの可能性とのベストミックスによる授業

改善を図ることで一人一人に合った学びを提供し、全ての児童が「分かる・

できる」楽しい授業づくりを工夫し、学力の定着と向上を図る。 

 (2) 対話的な学び、協働的な学びを充実させるために「にこにこタイム」を

計画的・継続的に実践する。 

管 
理 

運 

営 

１ 人的管理 

 (1) 服務規律を厳正にし、信用失墜行為の撲滅に努める。 

 (2) 互いの良さを認め合い、個性を輝かせて励む教職員集団であり続ける。 

 (3) 「時を守り 場を清め 礼を正す」職場づくりに努める。 

 (4) 報告・連絡・相談の徹底を図る。 

 (5) 適切なデジタル化により負担軽減を図るとともに、児童のためになる働

き方改革を進め、働きやすさと働きがいの向上に努める。 

２ 物的管理 

 (1) 施設・設備及び教材・教具を整備し、安全かつ効果的な活用を図る。 

 (2) 安全指導と安全管理を徹底により、危機管理意識を高め、事故の未然防

止に万全を期する。 

 (3) 愛校心や生命尊重の心が育つ緑化環境を維持する。 

３ 事務管理 

 (1) 個人情報の適切な保管と管理に万全を期する。 

 (2) 適正な会計事務と諸帳簿の整備・管理の徹底を図る。 

本
校
教
育
の
特
色 

１ 学校運営協議会での熟議や学校支援ボランティアの協力を通して、学校の

教育目標の具現化を図り、地域とともに歩む学校づくりを推進する。 

２ 温かい人間関係を基盤とした全員参加の学年・学級経営に努めることによ

り、インクルーシブ教育の実現を目指す。  

３ 新居浜特別支援学校みしま分校との連携・協働により、互いの良さを認め

合い、個性を輝かせながら、みんなで伸びる児童を育てる。 

 


